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新東名高速道路インターチェンジ名称素案の意見募集の結果について 

 

 平成３０年９月に実施しました新東名高速道路インターチェンジ名称素案の意見募集の

結果が取りまとまりましたので、報告いたします。 

今後、寄せられたご意見を参考に、中日本高速道路株式会社からの名称素案に対する照会

に回答した後、国の「道路標識適正化委員会神奈川県部会」に諮られ、独立行政法人日本高

速道路保有・債務返済機構により名称が決定されます。 

なお、名称が決定した際には、広報いせはらや市のホームページ等により市民周知を図り

ます。 

 

１ 意見募集の実施結果 

 （１）名 称 素 案    伊勢原大山インターチェンジ 

（２）意見募集期間  平成 30 年 9 月 1 日（土）から 9月 30 日（日）まで 

 （３）周 知 方 法  広報いせはら 9月 1日号、市ホームページ 

 （４）用紙配布場所  市役所 1 階ロビー、担当課窓口（市役所 2 階）、各公民館、市ホ

ームページ 

 （５）意見提出件数  235 件 

  （６）意 見 内 容  ①賛 成 意 見 223 件 

    ②その他の意見  12 件 

 （７）その他意見に対する考え方 

      対応区分 Ａ：意見を踏まえ、名称素案の修正を検討するもの 

           Ｂ：意見として承ったもの 

No. その他意見について 区分 意見に対する考え方 

１ 「伊勢原阿夫利インターチェンジ」 

・大山というと、鳥取県の大山（だ

いせん）の方が有名と思います。 

 

 

 

Ｂ ・江戸庶民の信仰と行楽の地として日本遺

産に認定されている「大山詣り」は、全国

的な認知度が高く、また、伊勢原市のシン

ボルでもある「大山」を付すことにより、

伊勢原市の魅力発信につながると考えてい

ます。 
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No. その他意見について 区分 意見に対する考え方 

２ 「新東名伊勢原インターチェンジ」 

・伊勢原インターチェンジが小田原

厚木道路に既存するため。 

Ｂ ・江戸庶民の信仰と行楽の地として日本遺

産に認定されている「大山詣り」は、全国

的な認知度が高く、また、伊勢原市のシン

ボルでもある「大山」を付すことにより、

伊勢原市の魅力発信につながると考えてい

ます。 

 

３ 「伊勢原日向インターチェンジ」 Ｂ ・同上。 

 

４ 「伊勢原大山・日向インターチェン

ジ」 

類似意見 ２件 

Ｂ ・名称の考え方のとおり、「高速道路利用者

の利便性を考え、その所在地を簡潔でわか

りやすく示す」こととされています。 

 

５ 「大山インターチェンジ」 

 

 

 

Ｂ ・名称の考え方のとおり、「ＩＣの所在する

市町村名を使用すること」が基本となりま

す。また、「伊勢原」を付すことにより、本

市の魅力発信につながると考えています。 

 

６ 「大山（登山）口インターチェンジ」 

 

Ｂ ・同上。 

７ 「伊勢原大山ケーブル入口」 

・ケーブルカーは珍しく、若者も興

味を示すと思います。 

・ケーブル入口を付けることによ

り、子どもや学生など多くの人々が

訪れると思います。 

類似意見 １件 

Ｂ ・名称の考え方のとおり、「同一市町村に複

数のＩＣがある場合などには、当該市町村

名に方位、字名、隣接の著名な地域名を付

す」こととされています。 
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No. その他意見について 区分 意見に対する考え方 

８ 「伊勢原果樹園インターチェンジ」 

・地域のインパクトを与えるもの

で、今までになく、だれにでも受け

入れてもらえるイメージ。 

・日本遺産として既に有名であるた

め、他の部分も有名にすべきと思い

ます。伊勢原は果実（梨とぶどう）

が美味しいので、伊勢原で下りても

らうためにも、果実があることを名

前に入れ込んだ方がよいと思いま

す。 

Ｂ ・名称の考え方のとおり、「同一市町村に複

数のＩＣがある場合などには、当該市町村

名に方位、字名、隣接の著名な地域名を付

す」こととされています。 

９ 「伊勢原インターチェンジ」 

・地域の差別が生じてしまうため、

大山は不要だと思います。大山は地

域の名前、山の名前です。伊勢原は

全体・市の名前です。 

Ｂ ・小田原厚木道路の「伊勢原インターチェ

ンジ」と区別することとしております。 

 


